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Vol.４９６    

平成２７年９月２９日 

厚 生 労 働 省 老 健 局 

介護保険計画課・振興課・老人保健課 
 貴関係諸団体に速やかに送信いただきますよう

よろしくお願いいたします。 

 

各都道府県介護保険担当課（室） 
各市町村介護保険担当課（室） 
各 介 護 保 険 関 係 団 体  御 中 

← 厚生労働省 介護保険計画課・振興課・老人保健課 

今回の内容 

 
行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用

等に関する法律及び行政手続における特定の個人を識別す

るための番号の利用等に関する法律の施行に伴う関係法律

の整備等に関する法律の施行に伴う厚生労働省関係省令の

整備に関する省令の公布について 

 

計６枚（本紙を除く） 

連絡先  TEL : 03-5253-1111(内線 2164、3937、3949) 

FAX : 03-3503-2167 
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老 発 ０ ９ ２ ９ 第 ５ 号 

平成２７年９月２９日  

 

 

 都道府県知事 殿 

 

    

  厚生労働省老健局長  

（ 公 印 省 略 ） 

  
 

行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律及び行政手続

における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律の施行に伴う関係法律

の整備等に関する法律の施行に伴う厚生労働省関係省令の整備に関する省令の公布につ

いて 

 

 

 「行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律及び行政

手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律の施行に伴う関係

法律の整備等に関する法律の施行に伴う厚生労働省関係省令の整備に関する省令（平成

27年厚生労働省令第 150号）」が本日公布され、平成 28年１月１日以降、介護保険法施

行規則に基づく申請事項等に個人番号を追加することとされた。 

これらの改正の趣旨及び内容は、下記のとおりであるので、十分御了知の上、管内市

町村（特別区を含む。）を始め、関係者、関係団体等に対し、その周知徹底を図るととも

に、その運用に遺漏なきを期されたい。 

 

 

記 

 

 

第１ 改正の趣旨（介護保険法施行規則部分に限る。） 

 行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律（平成

25 年法律第 27 号。以下「番号利用法」という。）及び行政手続における特定の個人

を識別するための番号の利用等に関する法律の施行に伴う関係法律の整備等に関す

る法律（平成 25年法律第 28号。以下「番号利用法整備法」という。）の施行に伴い、 

①個人番号の取得・確認を行うため、介護保険法施行規則に基づく資格取得の届出等

の申請事項に個人番号を追加し、 

②番号利用法に基づく条例の規定による同一自治体における庁内連携により、厚生労
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働省所管の各制度の事務において添付書類等を省略可能とする 

といった規定の整備を行う。 

 

第２ 個人番号が追加される申請事務一覧（括弧内は、介護保険法施行規則の根拠条文） 

 

・資格取得の届出等（第 23条） 

・住所地特例対象施設に入所又は入居中の者に関する届出（第 25条） 

・被保険者証の交付（第 26条） 

・被保険者証の再交付及び返還（第 27条） 

・負担割合証の交付等（第 28条の２） 

・氏名変更の届出（第 29条） 

・住所変更の届出（第 30条） 

・世帯変更の届出（第 31条） 

・資格喪失の届出（第 32条）  

・要介護認定の申請等（第 35条） 

・要介護更新認定の申請等（第 40条） 

・要介護状態区分の変更の認定の申請等（第 42条） 

・要支援認定の申請等（第 49条） 

・要支援更新認定の申請等（第 54条） 

・要支援状態区分の変更の認定の申請等（第 55条の２） 

・介護給付費等対象サービスの種類の指定の変更の申請（第 59条） 

・介護保険法施行令第 22条の２項６項の規定の適用の申請（第 83条の２の３） 

・高額介護サービス費の支給の申請（第 83条の４） 

・高額医療合算サービス費の支給の申請（第 83条の４の４） 

・特定入所者の負担限度額に係る市町村の認定（第 83条の６） 

・特定入所者の負担限度額に関する特例（第 83条の８） 

・介護保険法施行令第 29条の２の２第６項の規定の適用の申請（第 97条の２の２） 

・高額介護予防サービス費の支給の申請（第 97条の２の３） 

・医療保険者からの情報提供（第 110条） 

 

第３ 留意点 

（１）被保険者からの届出に係る事項のうち、届出人に関する記載事項（介護保険法施

行規則第 33条第１項及び第 171条第２項）については、個人番号を記載する必要は

ない。 

 

（２）法令で申請に係る記載事項が定められており、今般個人番号を追加する申請のう

ち、通知で様式例を示している申請書（①）及び法令で届出に係る記載事項は定め

られていないが、通知で様式例を示している届出書（②）については、本日付で別

途様式例の改正版をお示しするので、参照されたい。 
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①・「高額介護医療合算介護サービス費支給申請書」 

・「介護保険負担限度額認定申請書」 

・「介護保険基準収入額適用申請書」 

・ 「介護保険 要介護認定申請・要支援認定 要介護更新認定・要支援更新認定 申

請書」 

・「介護保険 要介護認定・要支援認定区分変更申請書」 

・「介護保険 サービスの種類指定変更申請書」 

②・「居宅サービス計画作成依頼（変更）届出書」 

 ・「介護予防サービス計画作成依頼（変更）届出書」 

 ・「介護予防サービス計画作成・介護予防ケアマネジメント依頼（変更）届出書」 

 

（３）申請等に係る記載事項が法令で定められており個人番号が今般追加されたが、様

式例は通知で示していない（ただし、制度創設当時やこれまでの全国介護保険担当

課長会議等では示している）申請書等は、少なくとも以下が考えられる。当該申請

書等について、市町村独自に申請書の様式を定めている場合には、当該申請書にも

個人番号欄を追加されたい。 

・「介護保険資格取得・異動・喪失届」 

・「介護保険 被保険者証交付申請書」 

・「介護保険 被保険者証等再交付申請書」 

・「介護保険 住所地特例 適用・変更・終了届」 

・「介護保険特定負担限度額認定申請書」（旧措置入所者に関する認定申請） 

・「介護保険 高額介護（予防）サービス費支給申請書」 

 

（４）申請に係る記載事項が法令で定められておらず、また、通知等で様式例をお示し

していない（ただし、制度創設当時やこれまでの全国介護保険担当課長会議等では

示している）申請書は、少なくとも以下が考えられる。当該申請書について、市町

村独自に様式を定めている場合には、当該申請書にも個人番号の追加が考えられる。 

・「介護保険居宅介護（介護予防）福祉用具購入費支給申請書」 

・「介護保険居宅介護（介護予防）住宅改修支給申請書」 

・「介護保険居宅介護（予防）サービス費等支給申請書（償還払用）」 

・「介護保険特例サービス費等支給申請書（受領委任）」 

・「介護保険料減免・徴収猶予申請書」 

・「介護保険利用者負担額減額・免除申請書」 

・「介護保険支払い方法変更（償還払い）終了申請書」 

・「介護保険給付額減額免除申請書」 

・「介護保険利用者負担額減額・免除等申請書」（旧措置入所者に関する認定申請） 

 

（５）介護保険事務に係る個人番号の利用に関する留意点などをまとめた事務連絡につ

いては、10月中を目途に発出予定である。 
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第４ 施行期日 

番号利用法附則第１条第４号の政令で定める日（平成28年１月１日） 






